
※構成比等の単位は％となっており、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位までとなっております。このため、構成比の合計が１００％にならない場合もあります。

　一般会計の歳入総額は２，４７０，６５２千円、歳出総額は２，３２２，２５１千円で、前年度と比較して歳入では１７８，７９２千円（７．８％）の増加、歳出では３６２，３９０千円（１８．５％）の増加となりました。　歳入歳出の内訳については、それぞれグラフⅠ、グラフⅡのとおりです。　歳出経費を性質別に分類すると、義務的経費（人件費・公債費・扶助費）、投資的経費（普通建設事業費・災害復旧事業費・失業対策事業費）及びその他の経費に大別することができます。グラフⅢのとおりです。
歳入決算額　２，４７０，６５２千円

その他19,076千円0.8%地方特例交付金6,844千円0.3%諸収入9,802千円0.4%地方譲与税31,855千円1.3%地方消費税交付金42,135千円1.7%分担金・負担金・使用料・手数料58,940千円2.4%県支出金86,954千円2.7% 地方交付税1,110,081千円44.9%地方税（村税）457,487千円18.5%繰越金261,999千円10.6%
国庫支出金233,355千円9.4%

村債152,124千円6.2%

歳出決算額　２，３２２，２５１千円商工費17,635千円0.8%議会費44,494千円1.9%

公債費235,320千円10.1%農林水産費234,407千円10.1%
衛生費166,471千円7.2%消防費152,415千円6.6% 土木費51,721千円2.2% 労働費４6,595千円2.0%

総務費580,560千円25.0%民生費477,201千円20.5%教育費315,432千円13.6%

グラフグラフグラフグラフⅠⅠⅠⅠ グラフグラフグラフグラフⅡⅡⅡⅡ



単位：千円

単位：千円総務費 労働費 消防費定額給付金 常備消防費経常経費負担金光ファイバー敷設工事 農林水産業費 防災無線親機改修工事新多目的交通システム補助 農道改良舗装工事 小型動力ポンプ付積載車民生費 戦略的産地づくり総合支援事業 教育費乳幼児等医療費助成（小6まで） 商工費 滑津小学校体育館耐震補強工事福祉センター太陽光発電システム 商工会補助 吉子川小学校体育館耐震補強設計子育て応援特別手当 中学校階段床張替工事衛生費 土木費 学校情報通信整備事業予防接種事業 歩道設置工事 放課後子どもプラン事業健康診査事業 原山住宅塗装工事 いきいきフェスタ実行委員会補助合併処理浄化槽補助 橋梁長寿命化修繕計画委託業務 埋蔵文化財調査委託業務
緊急雇用創出事業 3,530金額 金額 金額

43,0503,20417,436
151,93382,84057,99811,09563,690 74,65036,750

1,10312,507
1,876 608 6,94317,261 19,4939,588

事業の名称 事業の名称 事業の名称
7,853 9917,532

1,038
7,989
3,530
6,305

収      支

3,400

148,40141,8704,75933,233

8,237
94,35451,1953,983

137,417
歳      入 歳      出2,470,652590,775 2,322,251548,905142,176 6056,7022001,889245,810 1,284239,10833,433

2,45314,596242,116計 252,858
3,102 649227,5203,507,190介 護 保 険 特 別 会 計 30,095

会         計一 般 会 計国民健康保険特別会計簡易水道事業特別会計土地造成事業特別会計老 人 保 健 特 別 会 計墓 地 特 別 会 計農業集落排水処理事業特別会計
29,856 239

中小企業経営合理化資金利子補給
25,85024,8126,092213

3,760,048
123,907

後期高齢者医療特別会計
その他の経費1,139,029千円49.1% 義務的経費849,993千円36.6%投資的経費333,229千円14.3%

人件費494,822千円21.3%扶助費119,851千円5.2%公債費235,320千円10.1%
普通建設事業費333,229千円14.3%繰出金335,655千円14.3%物件費253,408千円10.9%

補助費等363,443千円15.7%
積立金174,625千円7.5%投資・出資金・貸出金3,825千円0.2%維持修繕費8,073千円0.3%

グラフグラフグラフグラフⅢⅢⅢⅢ


